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令和３年度第９回 山県市教育委員会定例会議事録 

 

１ 日時 

令和４年３月４日（金） 午前９時００分～午前１０時３０分 

２ 場所 

山県市役所３階会議室３０１ 

３ 出席者 

教育長  服部 和也 

委 員  千葉 純    委 員  川田 八重子 

委 員  堀 惠子    委 員  大野 良輔 

事務局 学校教育課長     日置 智夫 

生涯学習課長     藤根 勝 

学校教育課課長補佐  渡瀬 和則 

４ 議事日程 

日程第１ 前回議事録の承認 

日程第２ 議事録署名者の指名 

日程第３ 議事 

報第１７号 山県市議会に提出する、山県市いじめ問題対策連絡協議会等条例の

制定についての意見を市長に申し出ることについての専決処分の報

告について 

報第１８号 山県市議会に提出する、令和３年度一般会計予算（教育予算）の補

正（第９号）についての意見を市長に申し出ることについての専決

処分の報告について 

議第２２号 令和４年度教職員人事について 

日程第４ 諸般の報告 

日程第５ その他 

５ 会議の概要 

別添のとおり 
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午前９時００分 開会 

 

日程第１ 前回の議事録の承認 

教育長 ＜議事録について説明を求める。＞ 

学校教育課課

長補佐 

＜議事録について説明する。＞ 

教育長 ＜議事録について各委員の意見を求める。＞ 

教育長 ＜委員からの意見がないため、議事録について議決を求める。＞ 

教育長 ＜全員異議なしにより、議事録について原案のとおり議決する。＞ 

日程第２ 議事録署名者の指名 

教育長 ＜議事録署名者に川田委員を指名する。＞ 

日程第３ 議事 

報第１７号 山県市議会に提出する、山県市いじめ問題対策連絡協議会等条例の制定

についての意見を市長に申し出ることについての専決処分の報告につい

て 

教育長 ＜報第１７号について説明を求める。＞ 

学校教育課課

長補佐 

＜報第１７号について説明する。＞ 

教育長 ＜報第１７号について各委員の意見を求める。＞ 

大野委員 常時、年間２回ぐらい時期を決めて会議を行うのか、問題が起きた

ときに行うのか、どうなのでしょうか。 

学校教育課長 いじめ問題対策連絡協議会は、時期を決めて行います。 

堀委員 年２回というのはどこかに書いてありますか。 

学校教育課長 条例には書いてありません。 

堀委員 常時、開くという記載もないのですか。 

教育長 詳細は実施要綱を作らないといけません。 

千葉委員 連絡協議会の構成員は主にどういう方ですか。 

学校教育課長 基本方針の３ページに構成員の候補者を記載してあります。 

千葉委員 いじめ問題対策委員会や山県市いじめによる重大事態再調査委員会

は、何かあったときに開くのですか。 

教育長 何かあったときに開くのですが、委員はあらかじめお願いしておか

ないといけないと思います。 

千葉委員 何もなければ会議は開かれないということですね。 

教育長 そうです。基本的には重大事案が発生したときに開きます。 
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大野委員 できれば、各組織を図で表現してもらえるとわかりやすいと思いま

す。 

教育長 次回までに作ります。 

教育長 ＜ほかに委員からの意見がないため、報第１７号について承認を求め

る。＞ 

教育長 ＜全員異議なしにより、報第１７号について原案のとおり承認する。

＞ 

報第１８号 山県市議会に提出する、令和３年度一般会計予算（教育予算）の補正

（第９号）についての意見を市長に申し出ることについての専決処分の

報告について 

＜非公開案件であるため、議事録は別途作成＞ 

議第２２号 令和４年度教職員人事について 

＜非公開案件であるため、議事録は別途作成＞ 

日程第４ 諸般の報告 

学校教育課長 ＜新型コロナウイルス感染状況、小中学校の卒業式・終業式等につい

て説明する。＞ 

千葉委員 卒業式への保護者の出席はできるのですか。 

学校教育課長 学校の状況に応じて決めるよう指示してあります。 

生涯学習課長 ＜３月１２日開催予定のやまがたジョギング大会の中止、３月２１日

開催予定の大桑城跡発掘調査報告会について説明する。＞ 

学校教育課課

長補佐 

＜２月９日開催の第１回山県市立小学校及び中学校適正規模等検討委

員会、令和４年度岐阜県市町村教育委員会連合会事業計画について説

明する。＞ 

日程第５ その他 

教育長 １年を総括して、委員の皆様にお気づきの点等があればお伺いしま

す。 

千葉委員 昨年度からコロナ禍ということで、学校や子どもたちの実際の様子

を見る機会が少なくなってしまっているので、これからは、子どもた

ちに目を向けやすい状況になるといいかなと思います。 

川田委員 昨年度末にタブレットが配布されて、どう活用していくのかと思っ

ていたのですが、先生方の御努力で、すごいスピードで進んだと感じ

ています。コロナ禍で学級閉鎖中はオンライン授業を行い、ふだん休

んだ子に対してはタブレットに授業をライブ配信して、ひとりも取り

残さないよう配慮していただいて、とても感謝しています。 
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午前１０時３０分 閉会 

 

大野委員  コロナ禍のこの機に乗じて、もっといろいろな教育改革ができるの

ではないか、小規模な学校だからできることはたくさんあるのではな

いかと思います。失敗をおそれずに提案・具現化することを繰り返し

ていけば、山県市の教育はもっともっと変わると思います。 

堀委員  大野委員もおっしゃっていますが、小規模だからできることがある

と思います。私は仕事で企業の支援をしていますが、中小企業はトッ

プの考え方が変われば雰囲気も変わるし、現場の声を吸い上げやすい

ので、何か問題が起きれば変えていくことができます。外の人には、

山県市は魅力的に見えていることがあるようですから、学校の取組も

知ってもらえれば、魅力を感じてもらえると思います。 

教育長  コロナを理由にしてはいけませんが、十分にできなかった反省を持

ちながらも、学校がよくやってくれていると、委員から伺えたことは

うれしく思います。来年度は、もっと現場を見られるような機会を持

ちたいと思います。 

また、学校でオンライン学習が進んでいく中、教育委員会事務局と

してはリアルな活動機会を位置づけて、バランスよく進めていきたい

と思います。いろいろと提案してきますので、これからもご指導よろ

しくお願いします。 


